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●スポーツ吹矢１日体験会　肺活量、年齢、性別に
関係なくスポーツ吹矢をゲーム感覚で楽しみます。
各回先着20人。①７月29日㈮、市民体育館。②７月
31日㈰、勝田台中央公園小体育館。いずれも午後１
時～３時。250円（教材費）。申し込みは、スポーツ
吹矢を楽しむ会・髙松 480-1223へ
●八千代台自治会「夏まつり」　子どもみこし巡行､
多彩な踊りの競演、お楽しみ抽選会、おいしい食べ
物店多数。７月30日㈯午後３時～９時、八千代台第
三公園など。同会事務局 482-5629
●おおわだ朝顔会・あさがお展　大輪朝顔らせん作 
り、盆用作りを展示します。作品販売と種の無料配布
も。７月31日㈰午前８時～11時。大和田時平神社境
内(雨天時は大和田公民館)。同会・村田 485-4401
※市民伝言板の締め切りは、発行日の約40日前です。
掲載は原則として１団体、年（１月〜12月）３回まで。

　６月27日、八千代中央駅で萱田地区子どもサミッ
ト（萱田小学校、萱田南小学校、萱田中学校）３校
の児童・生徒57人が、熊本支援プロジェクトとして
熊本地震への支援金募集活動を行いました。
　このプロジェクトは、萱田中学校の生徒会と部長
会が企画。４月20日から、同駅や学校内で活動して
きました。約２か月間で、支援金の総額は60万円を
超え、熊本県庁、朝日新聞厚生文化事業団、読売光
と愛の事業団を通して被災地へ。また、熊本県益城
町立益城中学校へは、支援金のほか励ましの手紙や
写真を送りました。今回の支援をきっかけに、今後
も熊本へ「夢・勇気・元気」を送り続けます。

日記から読み解く暮らしと思い

リサイクル・ガイド
消費生活センター 485-0559

●この欄のお問い合わせは、消費生活センターへ。
受け付けは、土曜・日曜日、祝日を除く午前８時30
分～午後５時（午後４時～５時は 483-1151へ）。
市内在住の人が対象。
【あげます】▶チャイルドシート　▶ポータブルト
イレ
【ゆずります・有料】▶女児用牛革ランドセル（赤
色、未使用）
【ゆずって・有料】▶大人用自転車　▶ノルディッ
ク歩行用ポール
◆市役所１階ロビーのリサイクル品情報コーナーも
ご利用ください。また、同センターでは、食品の放
射性物質検査（予約制）も行っています。

●２・３歳児の親子リトミック体験　２・３歳児の 
親子リトミック。先着10人。７月22日㈮午前10時～
11時、八千代台公民館。500円。申し込みは、リト
ミックキッズ・中村 409-0494へ
●はじめてのヨガ＆歌声サロン　ストレッチで無理
なくポーズ｡ 体幹を鍛え､ 呼吸法で学ぶユニークな健
康講座。各回先着15人。７月22日㈮､ ８月19日㈮のい
ずれか。午後２時30分～４時。八千代台公民館。500円。
申し込みは､ 学び舎の会･小野澤 090-5445-5193へ
●ふれいむ会小品展　絵画展。７月27日㈬～８月１
日㈪午前10時～午後６時。初日は正午から、最終日
は午後４時まで。勝田台ステーションギャラリー。
同会・酒井 482-5307

　原爆犠牲者のご冥福を祈り、恒久平和への誓いを
新たにするため、広島の原爆投下時刻に合わせて黙
とうと献花を行います。会場には、募集した千羽鶴
や原爆に関するパネルを展示します。
▶日時　８月６日㈯午前８時から
▶場所　市民会館平和祈念碑前（雨天時は同館ロビー）
　　　　　　　　　　　　　　　　　  （総合企画課）

黙とうと献花の集い

熊本支援プロジェクト

女性の日記から学ぶ会　20周年

萱田から夢と勇気、元気を
▲戦中戦後の小学生や主婦の暮らしなどが記された11人
の日記や書簡

▲戦中の食事日記と内容（手前）。展示に
温かみを添える日記のミニチュア（奥）

▲平和記念碑の左右に展示された千羽鶴
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記展などを開催し、資料の展示などをしていく予定です。
　「日記は、日々の暮らしの記録なので、共感できることが多い。こ
れらの記録を次世代に引き継いでいきたい。メールやＳＮＳでのコミ
ュニケーションが増えているけれど、手元に残り、その人の個性や人
間らしさが伝わる手書きの文字の大切さも伝えていきたい」と同会代
表の島さん。若い人の入会も増え、25年には30代の会員を中心とした
青年部も立ち上げました。次の世代へと着実につながっています。
　毎月２回程度、男女共同参画センターなどで活動しています。興味
のある人は、同会・島利栄子さん 090-2726-6100へ。
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　平成８年に創立された「女性の日記から学ぶ会」が､
今年で20周年を迎えました。これを記念し、６月１日
から22日に、女性、子どもを中心に11人の日記や書簡
などを展示した「戦中戦後の日記いろいろ」展が中央
図書館で開催されました。６月11日には佐倉市内のホ
テルで式典も行われました。
　最初は10人だった会員が、新聞やマスコミなどで珍
しい活動として紹介され、今は全国に240人。日記や家
計簿、書簡などの資料が全国から集まり、約4,000点を
所蔵しています。昨年の11月には個人宅で保管してい
たこの資料の一部を中央図書館へ。今後は、同館で日


